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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　本体容器と、当該本体容器の下部に配置した貯水容器とを備え、
前記本体容器は平面視で略長方形の外形からなる側壁と、下方に向けて潅水部を突設した
底部とからなる容器体であり、
前記貯水容器は前記本体容器の底部の外周形状に概ね合致させた重ね部を有する上部が開
口した容器体であり、
前記本体容器と貯水容器とは側壁のうち相対的に幅の小さい短側部に設けた係合部で相互
に係着脱自在に係合可能であり、
前記貯水容器は短側部の上端部に手掛部を有し、
前記係合部は、本体容器の短側部から下方に垂下させ、内外方向に弾性変形する係止部と
、
前記貯水容器の前記手掛部に設けた爪状の被係止部とからなり、
前記手掛部は平面視で、内側方向に段差状に凹ませてあり、前記手掛部の外側に前記爪状
の被係止部を突設してあることを特徴とするプランター。
【請求項２】
　前記本体容器は、底部側のコーナー側壁部を内側に凹ませた給水部を形成することで、
貯水容器のコーナー部上端に給水孔を有することを特徴とする請求項１記載のプランター
。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、潅水用の貯水部を有するプランターに関する。
【背景技術】
【０００２】
　植物を育てるプランターの分野において、底部に貯水部を一体的に又は嵌め殺し状に形
成したものがあるが、このような構造では一担、植え込み植物や培養土等を移し替えなけ
れば貯水部の清掃ができない課題があった。
　特許文献１，２には、植木鉢の底部に着脱自在に潅水容器を備えたものを開示する。
　しかし、同公報に開示する潅水容器は鉢を手で持ち上げた状態で潅水容器を回さなけれ
ば取り外すことができないものであり、平面視で略長方形の大型プランターには適用でき
ない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】実開平５－７６２５３号公報
【特許文献２】特開平１－２６９４３８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明は、潅水のための貯水容器を本体容器の下部に備えるとともに貯水容器の脱着操
作が容易で、持ち運びやスタッキングもしやすいプランターの提供を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明に係るプランターは、本体容器と、当該本体容器の下部に配置した貯水容器とを
備え、前記本体容器は平面視で略長方形の外形からなる側壁と、下方に向けて潅水部を突
設した底部とからなる容器体であり、前記貯水容器は前記本体容器の底部の外周形状に概
ね合致させた重ね部を有する上部が開口した容器体であり、前記本体容器と貯水容器とは
側壁のうち相対的に幅の小さい短側部に設けた係合部で相互に係着脱自在に係合可能であ
り、前記貯水容器は短側部の上端部に手掛部を有し、前記係合部は、本体容器の短側部か
ら下方に垂下させ、内外方向に弾性変形する係止部と、前記貯水容器の前記手掛部に設け
た爪状の被係止部とからなることを特徴とする。
　平面視で外形が略長方形のプランターにあっては、相対的に幅の長い長側部に対して、
幅の小さい両側の短側部を持って取り扱う場合が多い。
　そこで本発明は、この短側部に係着脱自在の係合部を設けたものであり、両手でこの両
側の係合部を外側から外すことで簡単に本体容器と貯水容器の分離ができ貯水容器の清掃
ができる。
　例えば、前記係合部は、本体容器の短側部から下方に垂下させ、内外方向に弾性変形す
る係止部と、貯水容器の短側部に設けた爪状の被係止部とからなる態様が例として挙げら
れる。
　また、前記貯水容器は、短側部の上端部に持ち運び時に手を掛ける手掛部を有するよう
にしてもよい。
　この場合に爪状の被係止部を、この手掛部に設けることができる。
　このようにすると貯水容器の取り扱いが容易になり、本体容器とともに持ち運ぶことが
できる。
　なお、本発明は平面視で外形が略正方形のプランターにも適用でき、その場合、短側部
とは４つの側壁のうち、対向する一対の側部をいう。
【０００６】
　本発明において、前記本体容器は、底部側のコーナー側壁部を内側に凹ませた給水部を
形成することで、貯水容器のコーナー部上端に給水孔を有するようにしてもよい。
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　このようにすると貯水容器及び本体容器の外周部から外側に飛び出すものがなく、複数
のプランターを段重ねにスタッキングしやすい。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明に係るプランターにおいて、本体容器とその下の貯水容器とを短側部にて係着脱
自在にしたのでプランターに植物を植え込んだ状態で、貯水容器を分離し清掃することが
できるとともに正面から目立たない位置に係合部があり、デザイン性にも優れる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】本発明に係るプランターの例を示し、（ａ）は外観斜視図、（ｂ）は本体容器と
貯水容器とを分離した状態を示す。
【図２】（ａ）はプランターの平面図、（ｂ）は側面図を示す。
【図３】本体容器を底面側から見た斜視図を示す。
【図４】（ａ）は貯水容器の平面図、（ｂ）は側面図を示す。
【図５】本体容器を貯水容器から分離した状態の斜視図を示す。
【図６】プランターを底面側から見た斜視図を示す。
【図７】（ａ）は図２（ａ）のＡ－Ａ線断面端面図を示し、（ｂ）は本体容器と貯水容器
を分離した状態を示す。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下、図面に基づいて本発明に係るプランター１０を説明するが、本発明はこれに限定
されない。
【００１０】
　プランター１０は平面視で略長方形を有していて、相対的に幅の大きい長側部Ｌとその
両側の相対的に幅の小さい短側部Ｓとで周囲の側壁を形成し、底部１１ｃにて底面部を形
成した本体容器１１を有する。
　底部１１ｃからは有底筒状の潅水部１１ｅ，１１ｆを下方向に突設してある。
　図２（ａ）及び図３に示すように、この潅水部１１ｅ，１１ｆ及び底部１１ｃに設けた
複数のスリット１１１ｅ，１１１ｆ，１１１ｃを介して吸水潅水される。
【００１１】
　本体容器１１の下部側には潅水用の水を貯めた貯水容器１２に有する。
　貯水容器１２は、上部が開口したトレイ状の容器であり、開口部は本体容器１１の底部
１１ｃの外周形状に概ね合致した重ね部１２ｃとなっている。
　ただし、コーナー部は本体容器１１の底部１１ｃ側の側壁部を部分的に内側に凹ませた
凹部状の給水部１１ｄを形成することで図１（ａ）に示すように貯水容器１２の重ね部１
２ｃと本体容器１１との間に孔状の隙間からなる給水孔Ｗを形成してある。
　これにより外周部から飛び出した給水孔がないので、複数のプランターをスタッキング
する際に給水孔が障害になることはない。
【００１２】
　次に係合部の構造について説明する。
　貯水容器１２の短側部の上端部付近に、図４及び図５に示すように内側方向に段差状に
凹ませた手掛部１２ａと、この手掛部１２ａの外側に突設した爪状の被係止部１２ｂを形
成してある。
　これに対して、本体容器１１は短側部Ｓの側壁部から内外方向に弾性変形する片状の係
止部１１ａを垂下させ、この係止部１１ａに係止孔１１ｂを形成し、被係止部１２ｂの爪
部に係止するようになっている。
　これにより、片状の係止部１１ａを外側方向に弾性変形させつつ、本体容器１１を持ち
上げるだけで、貯水容器１２から分離することができる。
　貯水容器１２の両側に形成した手掛部１２ａを持って、水の入れ替えができる。
　また、貯水容器１２と本体容器１１とを重ねて係合させた状態においても、プランター
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１０をこの両側の手掛部１２ａに両手を掛け、持ち運ぶことができる。
　なお、本体容器１１の上端部にも、つば部１１ｇを形成してありスタッキングや持ち運
び時に、この部分を手で持って取り扱うこともできる。
　図４（ａ）、図５に示すように手掛部１２ａ及びその外側の爪状の被係止部１２ｂを平
面視で貯水容器１２の短側部を内側方向に凹ませて（重ね部１２ｃの外形延長線より内側
）設けるとともに、本体容器１１の短側部に沿って、その内側に片状の係止部１２ａを形
成したので、図２（ｂ）に示すように正面からこの係合部が見えず外観意匠性に優れる。
　また、複数のプランターをスタッキングしやすい。
【符号の説明】
【００１３】
１０　　　　プランター
１１　　　　本体容器
１１ａ　　　係止部
１１ｃ　　　底部
１１ｄ　　　給水部
１１ｅ　　　潅水部
１１ｆ　　　潅水部
１２　　　　貯水容器
１２ａ　　　手掛部
１２ｂ　　　被係止部
１２ｃ　　　重ね部
１２ｄ　　　コーナー部
Ｌ　　　　　長側部
Ｓ　　　　　短側部
Ｗ　　　　　給水孔
【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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